
王
　
　
朔

　
　
－
人
と
作
品
－

阿
頼
耶
　
順
　
宏

　
一
九
四
九
年
一
〇
月
の
中
華
人
民
共
和
国
成
立
以
後
の
文
学
を
、

中
国
で
は
「
当
代
文
学
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
文
芸
政
策
の
中
心

と
な
っ
た
理
論
は
、
延
安
文
芸
座
談
会
（
四
二
年
五
月
）
に
お
け

る
毛
沢
東
の
「
文
芸
講
話
」
で
あ
っ
た
。
文
学
は
人
民
に
奉
仕
す

べ
き
も
の
と
す
る
指
示
に
沿
っ
て
生
ま
れ
た
。
人
民
文
学
’
は
、

も
っ
ぱ
ら
政
治
に
従
属
す
る
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

と
り
わ
け
、
五
七
、
五
八
年
の
「
反
右
派
闘
争
」
と
、
六
六
年
か

ら
Ｉ
〇
年
間
続
い
た
「
文
革
」
の
期
間
に
は
、
「
文
芸
講
話
」
の

精
神
か
ら
の
偏
向
が
問
題
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
迫
害
さ
れ
、
死

に
追
い
や
ら
れ
た
作
家
も
多
か
っ
た
。

　
七
六
年
に
「
文
革
」
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
こ
う
し
た
極
左
的
傾

向
へ
の
反
省
か
ら
、
「
文
革
」
中
に
批
判
さ
れ
た
作
家
た
ち
の
「
名

誉
回
復
」
が
行
な
わ
れ
た
。
若
い
作
家
た
ち
も
数
多
く
現
れ
て
、

現
代
中
国
社
会
の
矛
盾
や
否
定
面
と
正
面
か
ら
対
決
し
よ
う
と
し

た
。
従
来
禁
忌
と
さ
れ
て
い
た
愛
情
や
性
の
問
題
を
描
き
、
人
間

性
の
解
放
を
求
め
る
も
の
な
ど
、
題
材
の
上
で
も
手
法
の
面
で
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
試
み
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
文
革
」

後
、
特
に
七
九
年
以
後
の
約
十
年
間
、
中
国
の
文
学
は
ま
さ
に
百

花
斉
放
、
空
前
の
隆
盛
期
を
迎
え
た
。
「
文
革
」
後
の
こ
の
時
期

の
文
学
は
「
新
時
期
文
学
」
と
呼
ば
れ
、
自
由
の
拡
大
と
多
様
化

を
求
め
て
作
家
た
ち
は
従
来
見
ら
れ
な
か
っ
た
タ
イ
プ
の
作
品
を

次
々
に
発
表
し
た
。
学
生
た
ち
を
中
心
と
す
る
、
民
主
と
自
由
を

要
求
す
る
運
動
も
非
常
な
高
ま
り
を
み
せ
て
い
た
。
－
そ
し
て

八
九
年
六
月
四
日
、
天
安
門
で
の
血
の
弾
圧
の
日
を
迎
え
る
。

　
あ
の
日
か
ら
｝
年
余
り
、
北
京
で
の
戒
厳
令
は
解
除
さ
れ
、
秋

に
開
催
予
定
の
ア
ジ
ア
大
会
の
準
備
に
北
京
は
活
気
を
と
り
も
ど

し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
文
芸
界
で
は
五
月
に
人
民
大
会
堂

で
「
延
安
文
芸
座
談
会
で
の
講
話
」
発
表
四
十
八
周
年
を
記
念
す

る
学
術
討
論
会
が
開
催
さ
れ
、
一
方
、
「
新
時
期
」
の
作
品
を
紹

介
し
て
く
れ
た
『
小
説
選
刊
』
な
ど
の
文
芸
誌
の
停
刊
が
続
い
て

い
る
。
中
国
文
芸
界
に
、
「
六
四
」
ま
で
の
熱
気
は
感
じ
ら
れ
な

い
。
ま
た
も
や
沈
昏
な
冬
の
時
代
に
は
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
の
「
新
時
期
文
学
」
の
後
期
に
、
突
然
現
わ
れ
て
一
種
の
ブ

ー
ム
を
ひ
き
お
こ
し
た
青
年
作
家
が
い
た
。
王
朔
（
ワ
ン
ー
シ
ュ
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オ
ー
）
、
五
八
年
北
京
生
ま
れ
、
三
十
二
歳
。
彼
の
小
説
が
、
な

ぜ
こ
の
時
期
に
熱
狂
的
に
歓
迎
さ
れ
、
。
王
朔
熱
’
（
王
朔
フ
ィ

ー
バ
ー
）
を
お
こ
し
た
の
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。

-

　
北
京
の
『
光
明
日
報
』
　
（
八
九
年
六
月
六
日
）
は
王
朔
の
小
説

に
つ
い
て
、
肖
珂
と
い
う
人
の
一
文
を
掲
載
し
た
。

　
近
ご
ろ
。
王
朔
ブ
ー
ム
’
が
文
芸
界
で
最
も
注
目
さ
れ
る
現

象
と
な
っ
て
い
る
。
彼
の
小
説
は
す
で
に
四
編
か
映
画
化
さ
れ

て
お
り
、
彼
の
小
説
を
載
せ
た
刊
行
物
は
印
刷
部
数
が
上
昇
す

る
。
賛
成
者
は
一
九
八
八
年
を
。
王
朔
年
’
と
呼
び
、
攻
撃
者

は
彼
の
作
品
を
。
ご
ろ
つ
き
文
学
’
あ
る
い
は
。
無
頼
文
学
’

と
呼
ぶ
。
新
流
派
の
評
論
家
は
王
朔
を
現
代
派
あ
る
い
は
。
後

期
先
鋒
派
’
の
隊
列
に
入
れ
、
通
俗
文
学
で
は
彼
を
本
流
派
の

猛
将
と
し
、
法
制
文
学
で
は
王
朔
と
法
制
と
の
関
係
の
研
究
討

論
に
努
め
て
い
る
。
…
…

こ
こ
に
い
う
映
画
化
さ
れ
た
四
編
の
小
説
は
、

『
浮
出
海
面
』
　
（
映
画
の
題
名
は
『
輪
回
』
、
日
本
公
開
時
の

　
　
　
題
名
は
『
輪
廻
』
、
八
八
年
西
安
映
画
製
作
所
、
監
督
・

　
　
　
黄
建
新
、
脚
本
も
王
朔
）
。

　
『
一
半
是
火
焔
、
一
半
是
海
水
』
　
（
映
画
の
題
名
も
同
じ
、
八

　
　
　
八
年
北
京
映
画
製
作
所
、
監
督
・
夏
綱
）
日
本
未
公
開
。

　
『
橡
皮
人
』
　
（
映
画
の
題
名
は
『
大
喘
気
』
、
日
本
公
開
時
の

　
　
　
題
名
は
『
失
わ
れ
た
青
春
』
、
八
八
年
深
川
影
業
公
司
、

　
　
　
監
督
こ
東
大
鷹
、
脚
本
・
葉
大
鷹
、
張
前
、
王
朔
）
。

　
『
頑
主
』
　
（
映
画
の
題
名
も
同
じ
、
八
八
年
峨
眉
映
画
製
作
所
、

　
　
　
監
督
・
米
家
山
）
日
本
未
公
開
。

で
あ
る
。
同
一
原
作
者
の
小
説
が
同
じ
年
に
四
本
も
争
っ
て
映
画

化
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
き
わ
め
て
異
常
な
現
象
で
あ
る
。
こ
れ

に
は
近
年
、
中
国
で
は
映
画
製
作
に
も
独
立
採
算
制
が
と
ら
れ
、

も
う
か
る
映
画
を
作
る
た
め
に
、
娯
楽
性
や
話
題
性
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
よ
う
だ
。
主
人
公
は
新

し
い
タ
イ
プ
の
若
者
、
ポ
ン
ポ
ン
と
飛
び
交
う
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
会

話
と
鋭
い
風
刺
、
都
会
で
の
自
由
な
恋
愛
と
ア
ウ
ト
ー
ロ
ー
の
生

き
ざ
ま
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
争
い
、
そ
し
て
物
語
性
に

富
む
王
朔
の
小
説
は
、
映
画
化
に
は
。
う
っ
て
つ
け
’
の
も
の
で

あ
っ
た
。

　
ル
ポ
こ
フ
イ
タ
ー
の
左
舒
拉
は
、
八
九
年
三
月
一
日
か
ら
三
日

ま
で
、
中
国
映
画
評
論
学
会
（
原
名
、
中
国
影
評
学
会
）
と
『
中
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国
電
影
報
』
、
『
電
影
芸
術
』
が
連
合
し
て
開
催
し
た
工
朔
原
作
の

小
説
を
改
編
し
た
四
本
の
映
画
の
研
究
討
論
会
で
、
参
会
者
が
激

し
い
論
争
を
展
開
し
た
状
況
を
述
べ
て
い
≒

　
反
対
意
見
は
、
－
そ
れ
ら
の
映
画
が
意
識
形
態
の
上
で
も
品

位
の
面
で
も
低
俗
で
、
大
部
分
の
人
、
と
り
わ
け
若
者
た
ち
に
受

け
る
よ
う
、
。
セ
ッ
ク
ス
の
意
識
’
と
政
治
的
不
満
の
発
散
で
、

満
足
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
作
品
の
提
唱
す
る
生
き
方
は
、
世

の
中
を
茶
化
し
、
恥
を
知
ら
ぬ
実
利
主
義
で
、
西
欧
の
ヒ
ッ
ビ
ー

た
ち
の
よ
う
な
物
質
文
明
へ
の
反
対
す
ら
な
く
、
享
楽
を
求
め
る

だ
け
で
、
社
会
的
責
任
感
は
な
く
、
典
型
的
な
無
政
府
主
義
の
傾

向
を
も
つ
。
理
想
を
追
求
し
よ
う
と
せ
ず
、
虚
無
主
義
的
で
、
社

会
の
病
的
状
態
や
不
公
正
に
、
ど
う
対
処
す
べ
き
か
を
知
ら
な
い
。

教
授
や
作
家
や
大
学
生
を
嘲
笑
す
る
反
知
識
的
な
気
分
か
お
り
、

病
的
な
社
会
環
境
で
の
前
途
へ
の
漠
然
た
る
思
い
を
表
現
し
て
い

る
。
－
な
ど
と
い
う
も
の
。

　
賛
成
意
見
で
は
、
Ｉ
こ
れ
ら
の
映
画
で
の
道
徳
批
判
は
教
育

的
意
義
を
も
つ
。
青
少
年
の
鋭
い
眼
は
虚
偽
を
た
ち
ま
ち
に
見
破

る
。
過
去
に
わ
れ
わ
れ
は
虚
偽
を
真
実
と
見
る
よ
う
強
制
し
た
こ

と
が
よ
く
あ
る
。
こ
れ
ら
の
映
画
が
、
あ
り
の
ま
ま
の
生
活
を
飾

ら
ず
に
見
せ
、
伝
統
的
な
道
徳
家
の
言
行
不
｝
致
に
強
烈
な
反
感

を
浴
び
せ
て
い
る
の
は
、
重
要
な
社
会
的
意
義
を
も
つ
。
主
人
公

の
強
い
道
徳
批
判
の
意
識
は
、
自
分
の
犯
し
た
罪
に
対
し
て
深
く

後
悔
し
、
改
心
す
る
と
こ
ろ
に
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。
道
徳
教
育

を
説
く
教
授
や
通
俗
小
説
家
ら
、
エ
セ
知
識
分
子
を
嘲
笑
す
る
の

も
、
知
識
を
軽
視
す
る
社
会
の
悪
弊
に
対
す
る
逆
説
的
批
判
で
あ

る
。
１
な
ど
。

　
左
舒
拉
は
賛
否
両
論
を
あ
げ
た
あ
と
、
映
画
に
登
場
す
る
ご
ろ

つ
き
た
ち
に
も
一
種
の
公
衆
意
識
の
自
覚
か
お
る
こ
と
、
行
政
的

な
手
段
が
失
わ
れ
、
伝
統
的
な
価
値
観
が
い
か
に
弱
く
も
ろ
い
も

の
か
が
わ
か
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
青
年
た
ち
の
、
図
々
し
く
世
間

を
な
め
て
か
か
る
常
軌
を
逸
し
た
考
え
方
は
、
社
会
に
存
在
す
る

傲
岸
不
遜
な
官
僚
臭
を
、
裏
か
ら
あ
ぶ
り
出
す
も
の
だ
と
述
べ
、

観
賞
価
値
を
も
つ
一
種
の
芸
術
映
画
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
、
と

評
価
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
王

　
し
か
し
、
王
朔
の
小
説
は
、
映
画
の
原
作
と
し
て
議
論
さ
れ
る

だ
け
で
終
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
新
時
期
」
の
小
説
と
し
て

Λ
び
と
が
争
っ
て
読
も
う
と
し
た
理
由
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
あ

っ
た
の
か
。
そ
う
し
た
こ
と
を
考
え
る
前
に
、
王
朔
の
経
歴
を
調

べ
て
み
よ
う
。
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『
収
穫
』
　
（
八
七
年
第
六
期
）
に
発
表
さ
れ
た
中
編
小
説
『
頑

主
』
が
、
『
小
説
月
報
』
　
（
八
八
年
第
二
期
）
に
転
載
さ
れ
た
際

の
作
者
簡
介
（
簡
単
な
紹
介
）
は
、
「
工
朔
、
男
、
北
京
市
人
、
曽

発
表
過
多
篇
小
説
（
多
く
の
小
説
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
）
。
」

と
い
う
漢
字
十
五
字
だ
け
の
文
字
ど
お
り
の
簡
介
で
あ
っ
た
。

　
　
『
青
年
文
学
』
（
八
六
年
第
十
一
期
、
第
十
二
期
）
に
発
表
さ
れ

た
中
編
小
説
『
橡
皮
人
』
が
、
『
小
説
選
刊
』
（
八
七
年
第
一
期
）

に
転
載
さ
れ
た
と
き
の
「
作
者
簡
介
」
は
、
か
な
り
詳
し
い
。

　
王
朔
、
一
九
五
八
年
八
月
生
、
北
京
市
の
人
。
七
六
年
高
校
卒

業
後
、
北
海
艦
隊
、
北
京
医
薬
公
司
に
勤
務
し
た
こ
と
が
あ
る

が
、
現
在
待
業
（
就
職
待
ち
）
。
七
八
年
よ
り
『
空
中
小
姐
』
。

　
『
浮
出
海
面
』
、
『
一
半
是
火
焔
、
一
半
是
海
水
』
等
の
小
説
を

発
表
。
目
下
、
一
連
の
小
説
『
単
立
人
探
案
集
』
を
創
作
中
、

明
年
初
め
次
々
に
出
版
。

　
王
朔
の
詳
し
い
人
物
像
が
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
『
大
衆

電
影
』
の
八
九
年
第
六
期
、
第
七
期
に
連
載
さ
れ
た
左
舒
拉
「
王

朔
－
あ
え
て
常
識
を
軽
視
す
る
。
俗
几
≒
」
で
あ
゜
だ
゜

　
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
－
エ
朔
は
。
旗
人
”
　
（
満
洲
人
）
で
あ
り
、

「
文
革
」
が
始
ま
っ
た
と
き
は
小
学
二
年
生
。
天
地
も
く
つ
が
え

す
ほ
ど
の
運
動
の
中
で
、
少
年
は
、
そ
れ
ま
で
い
ば
り
か
え
っ
て

い
た
指
導
者
や
高
級
幹
部
、
ス
タ
ー
や
作
家
ら
が
、
人
び
と
に
つ

る
し
あ
げ
ら
れ
る
哀
れ
な
姿
を
み
た
。
日
本
兵
を
や
っ
つ
け
て
役

人
に
な
っ
た
と
得
意
げ
に
語
っ
て
い
た
父
親
に
、
革
命
前
に
何
日

か
国
民
党
政
府
の
警
官
を
や
っ
た
と
い
う
「
汚
点
」
か
お
る
こ
と

も
知
っ
た
。

　
　
「
文
革
」
が
進
む
に
つ
れ
て
、
北
京
市
内
の
若
者
た
ち
は
、
。
ご

ろ
つ
き
運
動
’
の
集
団
に
な
っ
て
い
く
。
か
つ
て
毛
主
席
の
査
閲

を
受
け
た
紅
衛
兵
た
ち
も
。
革
命
行
動
’
に
あ
き
は
じ
め
、
酒
を

飲
み
、
集
団
で
け
ん
か
を
し
、
女
を
追
っ
か
け
た
り
、
兵
隊
の
帽

子
を
と
っ
た
り
、
い
た
ず
ら
や
い
や
が
ら
せ
を
し
て
楽
し
ん
だ
。

市
内
に
は
い
く
つ
も
の
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
て
勢
力
を
争
っ
た
。

十
二
歳
か
ら
二
十
歳
あ
ま
り
ま
で
の
青
少
年
は
、
男
も
女
も
、
あ

ら
ゆ
る
権
威
を
無
視
し
、
し
た
い
放
題
の
生
活
を
し
て
い
た
。

　
ス
パ
ル
タ
教
育
で
育
て
よ
う
と
し
た
父
親
に
、
工
朔
は
激
し
く

抵
抗
す
る
。
暴
力
を
ふ
る
う
父
親
を
憎
み
、
と
り
わ
け
そ
の
「
汚

点
」
を
知
っ
て
か
ら
は
父
親
を
軽
視
し
、
チ
ン
ピ
ラ
、
不
良
と
罵

ら
れ
な
が
ら
ま
す
ま
す
そ
の
傾
向
を
強
め
る
。

　
高
校
時
代
に
は
公
安
局
に
つ
か
ま
り
、
拘
留
も
経
験
す
る
。
一

回
め
は
、
三
十
数
人
が
集
団
で
、
六
人
を
な
ぐ
っ
た
と
い
う
事
件

だ
っ
た
が
、
二
回
め
は
、
七
六
年
四
月
五
日
の
天
安
門
事
件
の
と
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き
で
、
そ
の
年
の
一
月
に
死
去
し
た
周
恩
来
首
相
を
悼
む
Λ
び
と

が
捧
げ
た
花
輪
を
、
当
局
が
撤
去
し
た
こ
と
に
憤
慨
し
た
民
衆
が

騒
い
だ
の
だ
が
、
十
八
歳
だ
っ
た
王
朔
は
、
鎮
圧
に
出
動
し
た
警

官
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
奪
っ
て
放
り
投
げ
た
た
め
に
つ
か
ま
り
、
三

か
月
の
ぶ
た
箱
生
活
を
体
験
す
る
。

　
七
六
年
に
高
校
を
卒
業
す
る
の
を
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
し
て
、

父
親
は
無
理
矢
理
に
王
朔
を
軍
隊
に
入
れ
て
し
ま
う
。
王
朔
の
部

隊
は
青
島
に
あ
り
、
北
海
艦
隊
に
属
し
て
い
た
。
衛
生
兵
と
し
て

の
し
ご
と
は
大
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
部
隊
の
食
費
の
標
準

は
、
当
時
一
日
わ
ず
か
四
角
五
分
、
毎
日
寓
頭
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

や
コ
ー
リ
ャ
ン
の
粉
を
蒸
し
て
円
錐
形
に
し
た
も
の
）
と
漬
物
だ

け
だ
っ
た
。
が
、
そ
れ
以
上
に
我
慢
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
上
下

の
階
級
の
違
い
に
よ
る
ひ
ど
い
差
別
だ
っ
た
。
そ
の
と
き
起
こ
っ

た
二
つ
の
事
件
が
、
毛
沢
東
思
想
の
大
学
校
と
い
わ
れ
た
部
隊
の

神
聖
感
を
完
全
に
投
げ
棄
て
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　
あ
る
寒
い
夜
、
歩
哨
に
立
っ
て
い
た
王
朔
が
震
え
な
が
ら
、
炊

事
場
の
窓
か
ら
の
ぞ
き
こ
む
と
、
テ
ー
ブ
ル
い
っ
ぱ
い
に
ご
馳
走

を
並
べ
さ
せ
て
、
連
隊
長
が
上
機
嫌
で
酒
を
飲
ん
で
い
た
。
王
朔

は
頭
に
カ
ッ
と
血
が
の
ば
っ
た
。

　
も
う
一
度
は
、
祝
日
に
は
特
別
料
理
が
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い

て
、
腹
を
す
か
し
た
王
朔
ら
が
肉
入
り
の
料
理
を
久
し
ぶ
り
に
前

に
し
た
と
き
、
突
然
二
人
の
上
官
が
来
た
た
め
に
、
王
朔
ら
三
人

の
兵
隊
が
追
い
出
さ
れ
た
。
教
育
係
は
、
自
分
は
た
ら
ふ
く
食
べ

た
あ
と
、
王
朔
ら
に
い
っ
た
。
「
家
に
客
が
来
た
と
き
、
子
供
が

食
卓
か
ら
追
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
だ
。
上
官
は
客
の
よ
う
な
も
の
、

お
前
ら
は
つ
ら
か
っ
た
ろ
う
が
、
一
回
食
事
を
抜
い
た
だ
け
の
こ

と
だ
。
」

　
王
朔
の
お
さ
え
て
い
た
反
抗
心
に
火
が
つ
い
た
。
誰
が
な
ん
と

い
お
う
と
、
お
れ
は
お
れ
の
や
り
方
で
や
る
。
彼
は
部
隊
の
規
則

を
無
視
し
、
街
へ
出
て
女
の
子
に
声
を
か
け
て
は
、
海
辺
で
遊
ん

だ
り
泳
い
だ
り
し
、
夜
に
も
隊
に
帰
ら
な
い
Ｉ
部
隊
か
ら
追
い

出
さ
れ
る
の
を
待
つ
王
朔
に
こ
わ
い
も
の
は
な
か
っ
た
。

　
遊
び
ま
わ
り
、
ひ
ま
の
で
き
た
王
朔
は
、
小
説
を
書
き
始
め
る
。

最
初
の
作
品
は
、
七
八
年
に
『
解
放
軍
文
芸
』
に
掲
載
さ
れ
た
『
等

待
』
　
（
『
待
つ
』
）
で
、
ひ
と
り
の
女
の
子
が
、
ど
の
よ
う
に
し

て
家
庭
の
束
縛
か
ら
逃
れ
た
か
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。
才
能
あ
る

兵
士
を
発
見
し
た
『
解
放
軍
文
芸
』
か
ら
、
編
集
部
へ
の
配
置
が

え
を
要
請
し
て
き
た
と
き
、
部
隊
の
上
官
は
王
朔
に
は
き
っ
と
強

力
な
バ
。
ク
か
お
る
に
違
い
な
い
と
推
測
し
た
と
い
う
。

　
全
国
的
に
有
名
な
こ
の
文
芸
雑
誌
の
編
集
員
と
し
て
北
京
に
も

ど
っ
た
王
朔
は
、
し
か
し
、
ま
じ
め
に
原
稿
を
読
む
気
も
な
か
っ

た
ら
し
い
。
有
名
な
作
家
の
姚
雪
垠
や
王
亜
平
の
原
稿
を
送
り
返
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し
、
彼
ら
が
カ
ン
カ
ン
に
な
っ
て
怒
る
さ
ま
を
想
像
し
て
、
ひ
そ

か
に
楽
し
ん
で
い
た
。

　
　
「
三
中
全
会
」
が
開
か
れ
、
。
改
革
’
。
開
放
’
の
風
潮
が
高

ま
っ
て
く
る
と
、
王
朔
は
現
役
軍
人
の
身
分
を
利
用
し
て
、
広
州
、

深
川
、
上
海
、
蘇
州
、
抗
州
と
走
り
ま
わ
り
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
や

テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
闇
の
売
買
で
荒
か
せ
ぎ
を
す
る
。
部
隊
の

方
で
も
、
電
気
製
品
を
個
人
的
に
世
話
し
て
も
ら
っ
て
大
喜
び
、

王
朔
は
な
か
な
か
の
や
り
手
だ
と
評
判
も
よ
く
、
羽
振
り
が
よ
く

な
っ
た
王
朔
は
、
毎
日
の
よ
う
に
女
の
子
と
遊
び
回
っ
て
楽
し
ん

だ
。
Ｉ
こ
の
頃
の
経
験
が
彼
の
小
説
の
題
材
と
な
っ
て
評
判
を

呼
ぶ
こ
と
に
な
る
。

　
七
九
年
に
広
州
で
遊
ん
で
い
た
と
き
、
中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
と
の

間
で
戦
争
が
始
ま
り
、
南
方
の
都
市
で
は
緊
張
感
が
高
ま
る
。
王

朔
に
は
や
は
り
現
役
軍
人
と
し
て
の
責
任
感
が
あ
っ
た
。
急
い
で

青
島
の
部
隊
に
も
ど
っ
た
が
、
人
び
と
は
戦
争
に
あ
ま
り
関
心
が

な
く
、
部
隊
の
空
気
も
い
た
っ
て
平
静
、
逆
に
な
ぜ
帰
っ
た
の
か

聞
か
れ
る
始
末
だ
っ
た
。

　
が
っ
か
り
し
て
、
や
る
気
を
失
っ
た
彼
は
、
軍
隊
を
や
め
る
こ

と
を
決
意
し
、
八
〇
年
に
正
式
に
復
員
し
、
北
京
医
薬
公
司
の
セ

ー
ル
ス
マ
ン
と
な
る
。
し
か
し
こ
こ
で
も
、
世
間
話
を
し
た
り
、

茶
を
飲
み
、
新
聞
を
読
み
、
あ
と
は
顔
パ
ス
で
映
画
を
み
た
り
、

共
産
主
義
青
年
団
支
部
書
記
の
女
性
と
。
人
生
”
を
楽
し
ん
だ
り

と
い
う
、
だ
ら
け
た
日
を
す
ご
し
て
い
た
。

　
八
二
年
に
、
経
済
犯
の
取
締
り
が
強
化
さ
れ
、
電
気
製
品
密
売

の
連
中
が
つ
か
ま
り
、
王
朔
も
仲
問
だ
っ
た
と
白
状
し
た
た
め
、

う
る
さ
く
調
べ
ら
れ
る
。
一
千
元
余
の
不
法
所
得
の
あ
っ
た
こ
と

を
認
め
る
と
、
毎
月
三
十
六
元
の
給
料
の
中
か
ら
三
十
元
を
返
済

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ば
か
ら
し
く
な
っ
て
会
社
を
や
め
る
。

　
や
が
て
王
朔
は
、
資
本
も
な
い
人
間
で
も
や
れ
る
し
ご
と
を
見

つ
け
る
。
人
か
ら
金
を
引
き
出
し
て
大
口
の
商
売
を
し
、
儲
か
れ

ば
か
な
り
の
歩
合
金
を
と
る
こ
と
だ
。
と
こ
ろ
が
、
失
敗
す
れ
ば
、

金
を
出
し
た
連
中
の
か
わ
り
に
自
分
が
危
い
橋
を
わ
た
り
、
時
に

は
命
も
落
し
か
ね
な
い
。
し
か
も
、
人
び
と
が
金
も
う
け
に
狂
奔

す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
う
甘
い
汁
ば
か
り
吸
わ
せ
て
く
れ
な
い
。

彼
に
好
意
を
も
っ
て
く
れ
て
い
た
支
部
書
記
の
女
性
か
ら
の
借
金

も
多
額
に
な
る
と
、
彼
女
も
き
び
し
く
返
還
を
迫
る
。

　
王
朔
は
再
び
広
州
に
行
く
こ
と
に
す
る
。
ポ
ケ
。
ト
に
。
七
分
’

の
金
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
と
き
広
州
民
航
の
ス
チ
ュ
ア
ー
デ

ス
と
知
り
合
い
、
彼
女
の
ひ
も
の
よ
う
な
生
活
を
す
る
。
八
四
年

に
発
表
し
た
小
説
『
空
中
小
姐
』
　
（
『
ス
チ
ュ
ア
ー
デ
ス
』
）
は
そ

の
こ
と
を
書
い
て
い
る
。
左
舒
拉
は

　
　
「
こ
の
小
説
を
わ
た
し
は
読
ん
で
い
な
い
の
だ
が
、
男
女
の
愛
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し
合
う
さ
ま
を
と
て
も
純
情
に
書
い
て
い
る
ら
し
い
。
も
し
そ
う

な
ら
、
そ
れ
は
全
く
で
た
ら
め
で
、
絶
対
に
信
じ
て
は
い
け
な
い
。

実
際
は
こ
の
と
き
、
工
朔
は
ス
チ
ュ
ア
ー
デ
ス
を
食
い
も
の
に
し

な
が
ら
、
一
方
で
は
現
在
の
奥
さ
ん
と
仲
よ
く
な
っ
て
い
た
の
だ

か
ら
…
…
。
」

と
い
っ
て
い
る
。
八
五
年
に
発
表
し
た
『
浮
出
海
面
』
（
『
海
面
に

浮
か
び
上
が
る
』
）
は
こ
の
奥
さ
ん
と
知
り
合
っ
た
と
き
の
話
、
王

朔
は
こ
の
小
説
は
わ
り
あ
い
正
直
に
書
い
て
い
る
、
と
い
っ
た
そ

う
だ
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
時
期
、
王
朔
は
の
ち
に
発
表
す
る
小
説

の
主
人
公
の
よ
う
に
、
闇
商
品
の
売
買
で
土
地
の
や
く
ざ
と
わ
た

り
合
い
、
酒
と
女
に
明
け
暮
れ
る
日
々
を
送
っ
て
い
た
ら
し
い
。

　
八
六
年
に
『
一
半
是
火
焔
、
一
半
是
海
水
』
や
『
橡
皮
人
』
を

書
い
て
い
る
が
、
ち
ょ
う
ど
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
自
由
化
反
対
」
運
動

の
最
中
で
、
雑
誌
の
編
集
部
か
ら
、
面
倒
が
お
こ
ら
ぬ
よ
う
、
結

末
を
明
る
い
も
の
に
書
き
改
め
る
よ
う
に
要
求
し
て
き
た
。
「
原

稿
を
売
っ
て
食
わ
ね
ば
な
ら
な
い
以
上
、
売
れ
る
こ
と
が
大
事
」

と
、
王
朔
は
書
き
直
し
に
応
じ
て
い
る
。
そ
の
後
発
表
し
た
『
頑

主
』
や
『
玩
的
就
是
心
跳
』
な
ど
は
、
初
期
の
作
品
に
み
ら
れ
た

ア
ウ
ト
ロ
ー
（
無
法
者
）
の
生
き
ざ
ま
そ
の
も
の
よ
り
も
、
む
し

ろ
軽
妙
な
会
話
や
、
ス
ト
ー
リ
イ
の
展
開
の
方
に
重
点
が
置
か
れ

る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
不
満
を
感
ず
る
読
者
も
多
い
よ
う
だ
が
、

い
ま
こ
の
国
で
小
説
を
発
表
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
制
約
を
思
え

ば
、
一
方
的
に
作
者
を
責
め
る
こ
と
は
酷
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
経
歴
を
も
つ
工
朔
の
作
品
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
考
察

を
し
て
い
き
た
い
。

一
一

一

　
映
画
『
輪
回
』
の
原
作
『
浮
出
海
面
』
　
（
上
編
・
下
編
）
は
、

北
京
発
行
の
文
芸
雑
誌
『
当
代
』
八
五
年
第
六
期
（
八
五
年
十
二

月
刊
）
に
発
表
さ
れ
た
中
編
小
説
、
作
者
は
工
朔
と
沈
旭
佳
の
二

人
と
な
っ
て
い
る
。

　
主
人
公
石
邑
（
シ
ー
・
パ
）
は
両
親
が
な
く
な
っ
た
あ
と
、
北

京
で
気
ま
ま
な
ひ
と
り
暮
ら
し
、
今
で
は
彼
の
ア
パ
ー
ト
は
友
人

た
ち
の
た
ま
り
場
に
な
っ
て
い
る
。
今
日
も
応
接
問
で
は
若
い
男

女
が
ダ
ン
ス
の
練
習
で
騒
い
で
お
り
、
デ
イ
ト
の
約
束
を
す
っ
ぽ

か
し
た
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
が
、
二
時
間
も
待
だ
さ
れ
た
と
怒
っ
て

電
話
し
て
く
る
。
眠
ろ
う
と
し
て
、
冷
蔵
庫
の
ビ
ー
ル
を
飲
も
う

と
す
る
と
、
連
中
が
飲
ん
で
い
る
最
中
で
、
も
う
一
本
も
残
っ
て

い
な
い
。
こ
の
小
説
の
中
に
も
作
者
の
経
歴
で
み
た
よ
う
な
場
面
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の
描
写
が
い
ろ
い
ろ
出
て
く
る
。

　
上
海
で
北
京
籍
の
海
軍
士
官
老
紀
（
チ
ー
さ
ん
）
と
知
り
合

い
、
す
ぐ
仲
良
く
な
っ
た
。
二
人
の
短
編
小
説
が
、
同
じ
雑
誌

の
同
じ
号
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
。

　
彼
ら
兵
士
た
ち
は
、
休
暇
で
北
京
に
戻
る
と
、
群
を
な
し
て

次
々
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
回
り
、
女
の
子
を
さ
が
し
て
は
ナ
ン
パ

し
た
。

　
ぼ
く
は
例
の
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
か
ら
逃
げ
る
た
め
に
午
前
中

ず
っ
と
外
出
し
て
い
た
。
昼
に
帰
る
と
、
ち
ょ
う
ど
老
紀
ら
が
、

舞
路
学
院
の
女
の
子
を
何
人
か
連
れ
て
来
て
、
応
接
間
で
海
千

山
千
の
大
ぼ
ら
を
吹
い
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
泡
を
食
っ
て

逃
げ
る
違
法
漁
業
の
韓
国
の
漁
船
を
追
い
か
け
た
話
、
公
海
で

い
か
に
大
胆
に
ソ
連
の
巡
洋
艦
と
向
か
い
合
っ
た
か
と
い
う
話
、

　
踊
り
千
の
ひ
と
り
に
、
石
回
が
前
に
劇
場
で
見
た
こ
と
の
あ
る

千
晶
（
ユ
イ
ー
チ
ン
）
が
い
た
。

　
交
際
が
始
ま
り
、
食
事
を
し
た
り
、
北
京
の
町
を
歩
い
た
り
す

る
が
、
于
晶
は
、
こ
ん
な
に
何
日
も
つ
き
あ
っ
て
も
、
あ
な
た
が

ま
と
も
な
し
ご
と
を
し
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
な
い
と
、
別
れ

よ
う
と
す
る
。

　
石
邑
は
青
島
の
姉
の
所
へ
行
っ
て
何
日
か
過
ご
す
。
「
ぶ
ら
ぶ
ら

し
て
い
て
、
先
の
こ
と
も
考
え
な
い
。
」
と
姉
に
説
教
さ
れ
、
于
晶

の
こ
と
を
い
っ
て
喜
ば
せ
、
で
も
彼
女
と
は
も
う
パ
ー
に
な
っ
た
、

と
い
っ
て
姉
を
怒
ら
せ
る
。

　
舞
躇
団
の
し
ご
と
で
忙
し
い
于
晶
も
、
妙
に
石
邑
の
こ
と
が
忘

れ
ら
れ
ず
、
再
び
交
際
が
始
ま
る
。
上
演
の
た
び
に
熱
心
に
見
に

行
く
石
邑
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
で
石
邑
は
、
高
校
時
代
の
同
級
生
、
劉
華
玲
（
リ

ュ
ー
・
ホ
ワ
リ
ン
）
に
出
会
う
。
彼
女
は
外
国
人
と
結
婚
し
て
出

国
し
、
外
国
籍
を
と
っ
た
あ
と
離
婚
、
多
額
の
慰
謝
料
を
と
っ
て

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
定
住
し
、
悠
々
と
く
ら
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　
「
あ
ん
た
や
っ
ぱ
り
、
で
た
ら
め
ば
か
り
や
っ
て
い
て
、
政
府

は
も
う
逮
捕
し
な
い
の
？
」

　
ぼ
く
は
笑
っ
た
。
七
六
年
に
ぼ
く
が
。
天
安
門
事
件
’
に
巻

き
こ
ま
れ
て
、
三
か
月
間
ぶ
ち
こ
ま
れ
た
あ
の
こ
と
を
い
っ
て

い
る
の
だ
。
ぼ
く
た
ち
は
あ
の
混
乱
と
災
難
の
ひ
ど
か
っ
た
年

の
こ
と
を
、
楽
し
く
思
い
出
し
た
。
彼
女
は
ま
だ
ぼ
く
が
吊
る

し
あ
げ
の
台
に
立
っ
て
い
た
あ
の
ひ
き
つ
っ
た
顔
つ
き
を
覚
え

て
い
た
。
…
…
…
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「
ぼ
く
は
が
ん
ば
り
と
お
せ
な
か
っ
た
ん
だ
。
入
れ
ら
れ
る
と
、

な
ぐ
ら
れ
も
せ
ぬ
う
ち
に
す
べ
て
自
白
さ
、
と
て
も
。
四
五
”

　
（
四
月
五
日
の
天
安
門
事
件
）
の
英
雄
に
は
、
な
れ
な
か
っ
た
。

今
で
も
ま
だ
、
名
誉
回
復
の
と
き
送
り
か
え
し
て
き
た
声
涙
と

も
に
下
る
自
白
書
を
保
存
し
て
い
る
け
れ
ど
、
読
む
た
び
に
笑

え
て
く
る
。
」

　
石
邑
と
于
晶
が
大
通
り
を
歩
い
て
い
た
と
き
、
石
邑
が
車
に
は

ね
ら
れ
る
。
練
習
と
公
演
の
合
い
間
を
み
て
千
晶
は
病
院
に
通
う
。

二
人
の
間
の
愛
情
は
し
だ
い
に
深
ま
り
、
結
婚
す
る
こ
と
に
な
る

の
だ
が
、
－
。

　
小
説
の
最
後
は
、
二
人
の
家
に
劉
華
玲
ら
が
お
し
か
け
て
き
て
、

酒
を
飲
ん
で
酔
い
つ
ぶ
れ
る
場
面
で
あ
る
。
さ
び
し
い
と
叫
ん
で

泣
く
劉
華
玲
。
石
邑
と
千
晶
も
、
何
か
思
い
屈
す
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
二
人
は
向
か
い
あ
っ
て
飲
み
つ
づ
け
る
。

「
あ
の
人
た
ち
は
？
」
わ
た
し
は
ボ
ー
ツ
と
し
た
頭
で
た
ず
ね

る
。

　
「
岸
に
い
る
よ
。
」
石
邑
は
い
う
。
「
浮
き
あ
が
っ
て
い
っ
た
ら

み
え
る
。
」
彼
は
へ
や
の
中
で
水
泳
の
か
っ
こ
う
を
し
、
椅
子
を

ふ
ん
で
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
あ
が
る
。

　
　
『
浮
出
海
面
』
と
い
う
題
は
、
小
説
の
最
後
の
こ
の
こ
と
ば
か

ら
で
あ
る
。

　
こ
の
原
作
を
映
画
化
し
た
黄
建
新
は
五
四
年
生
ま
れ
の
、
い
わ

ゆ
る
「
第
五
世
代
」
の
監
督
。
『
黒
砲
事
件
』
『
錯
位
』
（
『
ス
タ

ン
ド
・
イ
ン
』
）
の
二
作
で
官
僚
主
義
を
痛
烈
に
批
判
し
、
そ
の
映

像
の
新
し
さ
も
評
判
に
な
っ
た
。
今
回
の
『
輪
回
』
は
彼
の
第
三

作
で
、
脚
本
も
王
朔
で
あ
る
が
、
原
作
と
は
ず
い
ぶ
ん
変
え
て
い

る
。

　
両
親
を
な
く
し
た
若
者
が
ア
パ
ー
ト
で
気
ま
ま
な
ひ
と
り
暮
ら

し
を
し
、
若
い
踊
り
子
と
知
り
合
い
、
愛
し
合
う
Ｉ
と
い
う
と

こ
ろ
は
原
作
ど
お
り
だ
が
、
闇
商
品
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
で
生
計
を
立

て
て
い
る
石
邑
が
、
期
日
に
金
が
払
え
ず
、
や
く
ざ
た
ち
に
ド
リ

ル
で
足
に
穴
を
あ
け
ら
れ
て
不
具
者
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
于
晶
と

の
結
婚
の
あ
と
も
、
彼
は
心
楽
し
ま
ず
、
筋
骨
た
く
ま
し
い
大
男

の
姿
を
ア
パ
ー
ト
の
壁
に
描
き
残
し
て
、
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
投
身
自

殺
を
す
る
Ｉ
と
い
う
ス
ト
ー
リ
イ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
や
く

ざ
と
の
い
ざ
こ
ざ
は
、
王
朔
の
ほ
か
の
作
品
に
多
く
出
て
く
る
が
、

　
。
倒
爺
’
（
タ
オ
イ
エ
）
と
呼
ば
れ
る
個
人
経
営
の
ブ
ロ
ー
カ
ー

た
ち
の
生
き
ざ
ま
を
描
き
、
せ
っ
か
く
見
つ
け
た
恋
人
と
の
生
活

を
続
け
る
こ
と
も
で
き
ず
、
自
殺
す
る
悲
劇
を
描
い
て
い
る
。
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四

　
　
二
半
是
火
焔
、
一
半
是
海
水
』
は
、
雑
誌
『
啄
木
鳥
』
　
（
八

六
年
第
二
期
）
に
発
表
さ
れ
、
八
八
年
に
夏
綱
（
五
三
年
生
ま
れ
、

　
「
第
五
世
代
」
の
監
督
）
に
よ
っ
て
映
画
化
さ
れ
て
い
る
。
（
日

本
未
公
開
）

　
こ
の
小
説
も
上
部
下
部
か
ら
な
る
中
編
小
説
で
、
そ
の
題
材
の

新
奇
さ
で
注
目
さ
れ
、
激
し
い
論
議
を
ひ
き
お
こ
し
た
。
八
八
年

六
月
に
は
『
新
時
期
争
嗚
作
品
叢
書
』
の
一
冊
『
貞
女
』
に
、
李

復
威
と
曽
鎮
南
に
よ
る
二
編
の
評
論
と
と
も
に
収
録
さ
れ
」
班
、

さ
ら
に
八
九
年
三
月
出
版
の
『
八
十
年
代
文
学
新
潮
叢
書
』
の
一

冊
と
し
て
『
一
半
是
火
焔
、
一
半
是
海
水
』
の
書
名
で
、
他
の
作

家
の
作
品
と
と
も
に
収
録
さ
れ
て
い
≒

「
お
い
、
二
組
と
も
部
屋
に
は
い
っ
た
ぞ
。
ル
ー
ム
ナ
ン
バ
ー

は
９
２
７
と
１
２
０
８
、
ほ
か
に
女
ひ
と
り
、
1
7
1
3
に
は

い
っ
た
。
」

　
「
了
解
」

　
わ
た
し
は
電
話
を
切
る
と
、
す
ぐ
に
オ
ー
バ
ー
を
着
て
、
カ

バ
ン
を
持
ち
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
方
方
（
フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
）

を
呼
ん
で
、
階
段
を
か
け
お
り
だ
。
四
千
元
で
買
っ
た
旧
型
ブ

ジ
ョ
が
町
角
の
歩
道
に
停
め
て
あ
る
。
乗
り
こ
む
と
、
す
ぐ
に

大
通
り
に
出
て
、
遠
く
に
灯
り
の
き
ら
め
い
て
い
る
。
燕
都
’

ホ
テ
ル
に
走
ら
せ
た
。

　
こ
れ
が
書
き
出
し
で
あ
る
。
主
人
公
の
張
明
（
チ
ャ
ン
ミ
ン
）

は
仲
間
の
方
方
（
フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
）
と
、
ホ
テ
ル
の
洗
面
所
で
警

官
の
服
に
着
替
え
、
公
安
局
員
に
な
り
す
ま
し
て
、
連
絡
の
あ
っ

た
部
屋
を
ホ
テ
ル
の
従
業
員
に
開
け
さ
せ
る
。

　
ホ
テ
ル
の
客
の
へ
や
に
女
友
だ
ち
亜
紅
（
ヤ
ー
・
ホ
ン
）
を
送

り
こ
み
、
取
締
り
と
称
し
て
客
を
恐
喝
し
、
金
を
ゆ
す
り
と
る
と

い
う
。
美
人
計
’
（
美
人
局
）
の
主
謀
者
が
こ
の
小
説
の
主
人
公

で
あ
る
。
こ
の
青
年
の
家
が
仲
間
の
た
ま
り
場
で
、
ホ
テ
ル
の
サ

ー
ビ
ス
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
の
衛
寧
（
ウ
ェ
イ
ー
ニ
ン
）
も
来
て
お
り
、

連
中
は
碁
や
マ
ー
ジ
ャ
ン
で
時
間
を
つ
ぶ
し
て
い
る
。

　
張
明
は
公
園
で
本
を
読
ん
で
い
た
女
子
学
生
と
知
り
合
う
。
労

働
改
造
犯
で
釈
放
さ
れ
て
か
ら
も
、
言
い
が
か
り
を
つ
け
て
、
人

を
ゆ
す
る
の
が
商
売
と
、
自
分
か
ら
話
す
張
明
に
、
彼
女
は
逆
に

興
味
を
も
つ
。

　
何
日
か
後
、
車
か
ら
声
を
か
け
て
み
た
女
の
子
は
、
偶
然
に
も

公
園
で
出
会
っ
た
女
子
学
生
呉
迪
（
ウ
ー
・
デ
ィ
）
だ
っ
た
。
快

活
で
純
真
な
彼
女
は
、
不
良
青
年
ら
の
率
直
さ
に
惹
か
れ
、
張
明
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の
所
に
も
よ
く
遊
び
に
来
る
よ
う
に
な
る
。
が
、
あ
る
日
、
張
明

か
家
で
亜
紅
と
一
緒
の
と
こ
ろ
を
彼
女
は
目
撃
し
て
、
激
し
い
シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
る
。
彼
女
は
張
明
の
何
人
か
の
女
の
中
の
ひ
と
り

に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
。

　
例
の
よ
う
に
警
官
の
服
装
で
ホ
テ
ル
の
部
屋
に
乗
り
こ
ん
だ
と

き
、
肥
え
た
商
人
と
寝
て
い
た
の
は
呉
迪
だ
っ
た
。
衛
寧
の
と
こ

ろ
へ
、
金
が
ほ
し
い
か
ら
と
彼
女
自
身
が
頼
み
に
来
た
か
ら
だ
と

知
っ
て
、
張
明
は
呆
然
と
す
る
。

　
や
が
て
彼
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
逮
捕
さ
れ
、
主
犯
の
張
明
と
方
方

は
十
五
年
、
衛
寧
は
十
年
、
亜
紅
は
七
年
の
実
刑
と
な
る
。

　
労
働
改
造
農
場
で
張
明
は
衛
寧
と
出
会
い
、
呉
迪
が
捜
査
を
受

け
る
前
に
、
部
屋
に
カ
ギ
を
か
け
、
腕
の
動
脈
を
切
っ
て
自
殺
し

た
こ
と
、
遺
書
は
な
く
、
眼
に
涙
を
浮
か
べ
た
ま
ま
だ
っ
た
こ
と

を
聞
く
。
（
以
上
が
上
部
）

　
農
場
で
葡
萄
栽
培
の
作
業
を
し
て
い
た
張
明
は
、
二
年
め
の
末

に
重
症
の
肝
炎
で
倒
れ
る
。
半
年
入
院
し
た
あ
と
、
再
発
感
染
の

恐
れ
あ
り
と
い
う
こ
と
で
、
帰
宅
し
て
監
視
つ
き
で
療
養
す
る
こ

と
を
許
さ
れ
る
。
家
で
ひ
と
り
寝
て
い
て
も
、
自
殺
し
た
呉
迪
の

こ
と
が
頭
か
ら
離
れ
ず
、
張
明
は
苦
し
む
。
夜
も
眠
れ
ず
酒
を
飲

ん
で
倒
れ
る
。

　
一
か
月
入
院
、
病
気
療
養
の
名
目
で
北
京
を
離
れ
た
張
明
は
、

南
の
都
会
に
行
き
、
さ
ら
に
あ
る
島
に
行
っ
て
み
よ
う
と
し
て
、

船
の
中
で
若
い
女
の
子
胡
映
（
フ
ー
・
イ
ー
）
と
知
り
合
う
。

　
労
働
改
造
犯
で
療
養
中
だ
と
自
分
か
ら
い
う
張
明
に
、
彼
女
は

平
気
で
親
し
ん
で
き
て
、
島
で
も
同
じ
宿
屋
に
泊
る
。
自
殺
し
た

昔
の
女
友
だ
ち
の
こ
と
も
話
し
、
一
線
を
守
ろ
う
と
す
る
張
明
の

態
度
に
じ
れ
た
胡
映
は
、
た
ま
た
ま
海
辺
で
、
作
家
と
称
す
る
二

人
の
青
年
と
知
り
合
い
、
誘
わ
れ
る
ま
ま
に
夜
の
海
に
出
て
い
こ

う
と
す
る
。
ひ
き
と
め
る
の
も
聞
か
ず
に
出
か
け
た
彼
女
を
案
じ

る
張
明
の
予
感
は
あ
た
っ
て
い
た
。

　
胡
映
を
船
で
送
り
返
し
た
翌
日
、
港
で
二
人
の
青
年
を
見
つ
け

た
張
明
は
、
ナ
イ
フ
で
二
人
の
足
を
何
か
所
か
傷
つ
け
、
駈
け
つ

け
た
警
官
に
と
ら
え
ら
れ
る
。
取
調
べ
の
結
果
、
二
人
の
青
年
は

詐
欺
と
輪
姦
の
罪
で
拘
留
、
張
明
は
釈
放
さ
れ
る
。
（
下
部
）

　
こ
の
小
説
を
収
録
し
た
前
述
の
『
貞
女
』
の
中
で
、
李
復
威
は

こ
の
小
説
が
、
犯
罪
者
の
心
理
を
叙
述
す
る
方
式
を
と
っ
て
い
る

と
し
て
、
「
法
制
文
学
」
の
領
域
に
入
れ
、
ま
た
曽
鎮
南
も
、
「
法

制
文
学
の
及
ぶ
範
囲
は
、
特
殊
な
題
材
の
領
域
で
あ
っ
て
、
人
鎖

の
犯
罪
と
懲
罰
で
あ
る
。
」
と
し
て
、
「
こ
の
小
説
の
出
現
は
、
法

制
文
学
創
作
の
深
化
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ま
じ
め
な
通

俗
文
学
、
あ
る
い
は
表
面
的
に
は
浅
い
が
内
容
的
に
は
深
い
通
俗

－48－



文
学
が
、
純
文
学
の
聖
域
に
突
入
し
て
い
る
こ
と
を
明
示
す
る
も

の
だ
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
文
革
」
の
あ
と
、
無
実
の
人
び
と
が
迫
害
を
受
け
た
の
は
、

中
国
の
法
制
に
不
備
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
す
る
議
論
が
に
わ
か
に

活
発
と
な
っ
た
。
文
芸
界
で
も
、
犯
罪
を
題
材
と
す
る
も
の
を
「
法

制
文
学
」
と
称
し
、
日
本
で
推
理
小
説
と
さ
れ
る
も
の
も
こ
の
領

域
に
は
い
る
も
の
と
さ
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
大
衆
文
学
な
る
も
の
と

の
境
界
も
つ
け
に
く
く
な
っ
た
。

　
前
述
の
『
八
十
年
代
文
学
新
潮
叢
書
』
で
は
『
一
半
是
火
焔
、

一
半
是
海
水
』
の
書
名
の
副
題
に
「
通
俗
小
説
選
草
」
と
あ
り
、

序
文
で
も
、
近
年
盛
ん
と
な
っ
た
通
俗
小
説
の
中
に
も
、
優
秀
な

作
品
が
少
な
く
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
て
も
、
こ
の

小
説
を
ど
の
領
域
に
入
れ
る
か
に
、
と
ま
ど
っ
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
る
。
同
じ
序
文
で
、
「
厳
格
に
い
え
ば
『
一
半
是
火
焔
、

一
半
是
海
水
』
は
探
偵
小
説
に
は
入
れ
ら
れ
な
い
。
こ
の
小
説
は
、

別
に
く
わ
し
く
公
安
職
員
の
捜
査
過
程
を
書
い
た
も
の
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
。
犯
人
が
逮
捕
さ
れ
、
訊
問
も
終
了
し
て
か
ら
、
作

者
が
訊
問
記
録
や
各
種
の
材
料
に
よ
っ
て
、
犯
罪
と
、
犯
人
の
周

囲
の
人
び
と
の
生
活
を
、
心
理
的
芸
術
的
に
展
開
し
た
か
の
よ
う

で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
の
も
、
突
然
出
現
し
た
新
し
い
タ
イ
プ

の
小
説
を
、
ど
の
枠
組
み
に
入
れ
る
か
、
当
惑
し
て
い
る
よ
う
に

み
え
る
。

　
こ
の
妙
な
題
名
『
半
分
は
火
焔
、
半
分
は
海
水
』
に
つ
い
て
、

同
じ
序
文
で
、
「
小
説
の
上
部
は
犯
罪
者
張
明
か
犯
罪
を
犯
す
泥

沼
の
中
で
の
浮
沈
を
書
き
、
下
部
で
は
張
明
の
新
し
い
生
活
に
向

か
っ
て
の
転
変
を
書
い
て
い
る
が
、
こ
れ
が
お
そ
ら
く
二
半
’
。

　
。
一
半
”
と
し
て
い
る
意
味
で
あ
る
ｙ
レ
こ
と
す
る
の
は
、
そ
の
と

お
り
だ
ろ
う
が
、
と
に
か
く
王
朔
は
こ
の
あ
と
も
さ
ら
に
次
々
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
題
材
の
小
説
を
発
表
し
、
才
能
あ
る
作
家
と
し
て
の

評
価
も
定
ま
り
つ
つ
あ
る
。
「
法
制
文
学
」
だ
の
「
通
俗
小
説
」

だ
の
と
騒
ぐ
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

五

　
中
編
小
説
『
橡
皮
人
』
　
（
上
、
下
編
）
は
、
八
六
年
第
十
一
、

十
二
期
の
『
青
年
文
学
』
に
発
表
さ
れ
た
。
（
の
ち
八
七
年
第
一

期
の
『
小
説
選
刊
』
に
再
録
）
。
こ
れ
が
八
八
年
の
葉
大
鷹
監
督
の

映
画
『
大
喘
気
』
の
原
作
で
、
こ
の
脚
本
に
は
王
朔
も
参
加
し
て

お
り
、
ほ
ぼ
原
作
に
忠
実
な
映
画
化
と
い
え
る
。

　
仲
間
に
誘
わ
れ
、
一
儲
け
を
た
く
ら
ん
で
南
の
都
会
に
や
っ
て

く
る
主
人
公
の
青
年
を
、
映
画
で
は
、
『
子
供
だ
も
の
工
様
』
の

青
年
教
師
、
『
狂
気
の
代
償
』
で
書
店
を
経
営
す
る
青
年
を
演
じ
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た
謝
園
（
シ
ェ
ー
ユ
ア
ン
）
が
主
人
公
の
丁
建
（
テ
ィ
ン
ー
チ
ェ

ン
）
を
演
じ
て
い
る
。
こ
の
都
会
（
広
州
）
で
彼
は
美
し
い
女
性

ブ
ロ
ー
カ
ー
の
李
自
玲
（
リ
ー
・
バ
イ
リ
ン
）
や
、
明
る
く
か
わ

い
い
解
放
軍
の
女
性
兵
士
張
駱
（
チ
ャ
ン
ー
ル
士
を
知
る
。

　
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
や
車
を
買
い
つ
け
て
儲
け
よ
う
と
す
る
が
、
相

手
は
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ボ
ス
、
権
謀
術
数
に
だ
け
だ
曲
者

で
、
無
鉄
砲
な
若
者
も
鼻
で
あ
し
ら
わ
れ
る
。
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の

買
い
つ
け
に
わ
ざ
わ
ざ
出
か
け
た
油
頭
で
も
、
ボ
ス
の
妨
害
で
商

談
は
成
立
し
な
い
。
カ
ッ
と
な
っ
て
ボ
ス
に
切
り
つ
け
、
手
下
た

ち
に
追
わ
れ
る
。
留
置
場
で
も
手
下
だ
ち
か
ら
リ
ン
チ
を
受
け
て

殺
さ
れ
そ
う
に
な
る
。

　
映
画
で
は
こ
の
あ
と
、
傷
つ
い
て
帰
っ
た
丁
建
が
、
李
自
玲
か

ら
贈
ら
れ
た
バ
イ
ク
で
、
屋
上
を
走
り
回
る
場
面
、
大
き
な
叫
び

声
を
あ
と
に
地
上
に
た
た
き
つ
け
ら
れ
る
バ
イ
ク
。
屋
上
の
丁
建

の
ゆ
が
ん
だ
笑
い
顔
の
大
写
し
、
と
い
う
ふ
う
に
運
ば
れ
て
終
る

の
だ
が
、
原
作
で
は
、
広
州
に
も
ど
っ
た
丁
建
が
李
自
玲
に
電
話

し
て
み
る
と
、
彼
女
が
副
経
理
だ
と
い
っ
て
い
た
の
は
嘘
で
、
た

だ
の
タ
イ
ピ
ス
ト
、
し
か
も
早
く
に
や
め
さ
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　
生
き
る
気
力
さ
え
も
失
い
そ
う
に
な
り
、
あ
て
も
な
く
街
を
歩

い
て
い
た
あ
る
日
、
背
の
高
い
ハ
ン
サ
ム
な
青
年
士
官
と
楽
し
げ

に
語
り
合
い
な
が
ら
歩
い
て
い
る
張
駱
を
見
か
け
る
。
人
ご
み
の

中
に
消
え
て
い
く
二
人
を
茫
然
と
見
送
っ
て
、
丁
建
は
立
ち
つ
く

す
Ｉ
そ
の
あ
と
「
后
記
」
と
し
て
、
そ
の
他
の
登
場
人
物
の
そ

の
後
を
、
ひ
と
り
ず
つ
簡
単
に
書
い
て
終
る
。

　
原
作
の
題
名
『
橡
皮
人
』
の
「
橡
皮
」
は
、
ふ
つ
う
消
し
ゴ
ム

や
ゴ
ム
の
こ
と
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
象
皮
病
（
皮
膚
が
象
の
皮

の
よ
う
に
な
る
）
に
か
か
っ
た
よ
う
な
、
生
気
の
な
い
顔
の
人
間

を
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
原
文
で
は
、
闇
商
売
仲
間
の
女
性
、

楊
金
麗
（
ヤ
ン
ー
チ
ン
リ
ー
）
が
丁
建
を
罵
る
と
き
に
こ
の
こ
と

ば
が
出
て
く
る
。

　
「
あ
ん
た
な
ん
か
人
間
じ
ゃ
な
い
／
・
」
楊
金
麗
は
顔
色
を
青
く

し
て
わ
た
し
を
に
ら
み
つ
け
た
。

　
「
あ
ん
た
は
昔
か
ら
人
間
じ
ゃ
な
い
、
寝
て
も
覚
め
て
も
人
間

じ
ゃ
な
い
。
誰
も
知
ら
な
い
け
ど
、
わ
た
し
は
知
っ
て
い
る
わ

よ
。
」

　
「
ぼ
く
は
何
だ
ね
、
年
と
っ
た
オ
オ
カ
ミ
か
い
？
」
ぼ
く
は
冗

談
に
し
た
か
っ
た
が
、
顔
色
は
か
わ
っ
て
い
た
。

　
「
あ
ん
た
な
ん
か
」
彼
女
は
ち
ょ
っ
と
つ
ま
っ
た
が
、
突
然
言

っ
た
。
「
橡
皮
人
よ
／
」
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も
う
一
か
所
、
結
末
の
所
で
、

　
「
わ
た
し
は
血
の
気
の
な
い
、
４
　
１
　
の
よ
う
な
光
沢
と
４
　
１
　
の

よ
う
な
質
感
を
お
び
た
顔
で
街
を
歩
い
て
い
た
。
誰
で
も
、
白

痴
で
さ
え
も
、
わ
た
し
が
人
間
で
な
い
と
Ｉ
目
み
れ
ば
わ
か
る

だ
ろ
う
。
」

と
あ
る
。
「
橡
皮
人
」
と
は
何
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
平
気
な
人
物
を

い
う
。
丁
建
に
と
っ
て
謎
の
女
性
李
白
玲
は
正
体
不
明
の
「
橡
皮

人
」
で
あ
る
゜
－
と
す
る
説
も
あ
る
以
痛
）
ど
う
で
あ
ろ
う
か
゜

原
文
を
み
る
限
り
、
橡
皮
人
は
丁
建
自
身
の
こ
と
で
あ
り
、
李
白

玲
を
さ
す
も
の
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
題
名
が
、
開

放
政
策
に
よ
る
社
会
変
動
の
中
に
出
現
し
た
青
年
た
ち
の
、
激
し

い
絶
望
感
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

／＼

　
『
頑
主
』
　
（
『
悪
ガ
牛
』
）
も
中
編
小
説
で
、
『
収
穫
』
の
八

七
年
第
六
期
（
八
七
年
十
二
月
刊
）
に
発
表
さ
れ
た
。
（
『
小
説

月
報
』
八
八
年
第
二
期
に
再
録
）

　
こ
の
小
説
の
映
画
化
は
八
八
年
、
監
督
は
米
家
山
（
ミ
ー
・
チ

ア
シ
ャ
ン
）
、
彼
の
妻
は
有
名
な
女
優
幡
紅
（
パ
ン
ー
ホ
ン
）
で
、

映
画
『
頑
主
』
の
女
主
人
公
と
し
て
出
演
し
て
い
る
こ
と
も
評
判

に
な
っ
た
。
日
本
で
は
未
公
問
だ
が
、
八
九
年
の
香
港
国
際
電
影

節
に
出
品
さ
れ
、
現
代
中
国
社
会
を
凱
刺
す
る
喜
劇
映
画
と
し
て

高
い
評
価
を
受
け
た
と
い
う
。

　
こ
の
小
説
で
も
、
ボ
ロ
儲
け
を
た
く
ら
む
青
年
た
ち
が
主
人
公

だ
が
、
今
ま
で
の
重
苦
し
い
ス
ト
ー
リ
イ
と
は
一
変
し
て
、
ユ
ー

モ
ア
と
諏
刺
性
の
強
い
物
語
と
な
っ
て
い
る
。
資
本
金
も
な
い
三

人
の
青
年
が
考
え
だ
し
た
。
３
Ｔ
’
公
司
と
い
う
の
は
、
「
替
人

排
憂
、
替
人
解
難
、
替
人
受
過
」
　
（
人
に
代
わ
っ
て
心
配
を
な
く

し
、
人
に
代
わ
っ
て
困
難
を
解
決
し
、
人
に
代
わ
っ
て
我
慢
し
て

や
る
。
替
は
Ｔ
と
同
音
で
、
代
わ
る
意
）
で
あ
っ
て
、
奇
想
天
外

の
代
行
業
な
の
で
あ
る
。

　
青
年
作
家
か
ら
、
認
め
ら
れ
た
い
と
い
う
電
話
の
申
込
み
が
あ

る
と
、
。
３
Ｔ
賞
’
な
る
文
学
賞
を
受
賞
さ
せ
る
こ
と
に
し
、
特

等
の
賞
品
は
ク
土
フ
ー
、
一
等
か
ら
三
等
ま
で
は
カ
メ
ラ
、
た
だ

し
費
用
は
す
べ
て
青
年
作
家
も
ち
と
す
る
。
肛
門
科
の
医
者
か
ら

の
電
話
で
、
急
患
の
た
め
デ
パ
ー
ト
の
ハ
ン
カ
チ
売
場
の
女
性
と

デ
ー
ト
に
行
け
な
い
と
言
っ
て
く
る
と
、
医
者
の
代
わ
り
に
一
日
、

女
性
の
お
相
手
を
す
る
青
年
。
生
き
て
い
た
く
な
い
と
い
う
男
の

話
を
聞
い
て
や
っ
た
あ
げ
く
、
首
根
っ
こ
を
つ
か
ま
え
ら
れ
、
部
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屋
を
ひ
き
ず
り
ま
わ
さ
れ
た
り
、
夫
と
う
ま
く
い
か
な
い
若
い
婦

人
の
悩
み
を
な
が
な
が
と
聞
か
さ
れ
た
り
、
－
代
行
業
も
決
し

て
楽
で
は
な
い
。

　
　
。
３
Ｔ
賞
’
の
授
賞
式
の
当
日
も
大
変
だ
。
駆
り
出
さ
れ
た
連

中
が
、
ま
じ
め
な
顔
で
壇
土
に
座
り
、
共
産
党
市
委
員
会
幹
部
に

な
り
す
ま
し
て
、
内
容
の
な
い
挨
拶
を
も
の
も
の
し
い
態
度
で
や

ら
さ
れ
る
青
年
－
ま
こ
と
に
抱
腹
絶
倒
の
場
面
だ
が
、
世
間
で

も
全
く
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
形
式
だ
け
の
会
合
や
式
典
が
、
も
っ

た
い
ぶ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
王
朔
が
こ
れ

ら
の
青
年
を
借
り
て
言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
痛
い
ほ
ど
わ

か
っ
て
く
る
。
一
人
の
青
年
の
父
親
や
、
趙
尭
舜
（
／
）
と
い
う

名
の
教
師
ら
の
、
道
徳
を
説
く
裏
に
か
く
れ
た
醜
い
人
間
性
を
、

青
年
た
ち
は
醒
め
た
眼
で
見
つ
め
て
い
る
。
素
直
に
自
分
の
思
う

ま
ま
に
行
動
し
て
い
る
の
は
青
年
た
ち
で
あ
り
、
笑
う
べ
き
も
の

を
笑
い
、
か
ら
か
う
べ
き
も
の
を
か
ら
か
っ
て
い
る
だ
け
の
こ
と

で
あ
る
。
「
厳
粛
」
で
あ
る
べ
き
世
間
の
し
き
た
り
を
軽
視
し
、

世
間
を
茶
化
し
て
喜
ん
で
い
る
か
に
み
え
る
青
年
た
ち
の
白
け
た

心
情
を
、
王
朔
は
み
ご
と
に
描
き
だ
す
。
。
３
Ｔ
’
公
司
の
業
務

範
囲
は
、
家
庭
内
の
ご
た
ご
た
か
ら
、
男
女
関
係
、
心
理
治
療
等

に
ま
で
及
ぶ
の
だ
が
、
専
門
知
識
も
皆
無
の
青
年
た
ち
は
、
当
意

即
妙
に
対
応
法
を
考
え
、
客
を
満
足
さ
せ
て
い
く
と
い
う
所
に
も
、

知
識
重
視
の
専
門
家
や
学
者
先
生
が
世
間
で
は
何
の
役
に
も
立
た

な
い
と
い
う
現
実
へ
の
、
鋭
い
調
刺
を
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
八
九
年
六
月
四
日
の
天
安
門
事
件
の
あ
と
、
文
芸
界
で
も
引
緊

め
政
策
が
強
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
内
容
を
も
つ
王
朔
の
作

品
は
、
当
分
発
表
さ
れ
る
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た

の
だ
が
、
八
九
年
十
二
月
に
発
行
の
『
当
代
』
（
八
九
年
第
六
期
）

に
、
王
朔
の
中
編
小
説
『
永
失
我
愛
』
　
（
『
永
久
に
わ
が
愛
を
失

う
』
）
が
掲
載
さ
れ
た
。

　
結
婚
を
目
前
に
し
た
青
年
労
働
者
が
、
急
に
脱
力
感
を
覚
え
、

手
が
ふ
る
え
だ
し
、
口
に
入
れ
た
物
を
か
む
こ
と
も
で
き
な
く
な

る
。
筋
肉
に
つ
な
が
る
神
経
の
障
害
、
筋
無
力
症
と
診
断
さ
れ
、

結
婚
の
た
め
の
健
康
診
断
書
は
出
せ
な
い
と
い
わ
れ
る
。

　
何
も
知
ら
ず
に
結
婚
の
準
備
を
し
て
い
る
愛
す
る
女
性
の
た
め

に
、
青
年
は
病
気
を
か
く
し
つ
づ
け
、
わ
ざ
と
彼
女
に
冷
た
く
し

て
、
自
分
を
嫌
う
よ
う
に
し
む
け
よ
う
と
す
る
。
「
ど
う
し
て
・
：

：
と
う
し
て
…
…
？
・
」
と
泣
き
叫
ぶ
彼
女
－
。

　
十
月
一
日
、
工
事
落
成
記
念
式
典
の
あ
と
、
盛
大
な
集
団
結
婚

式
が
行
な
わ
れ
る
。
入
院
し
て
寝
て
い
る
青
年
の
部
屋
に
、
花
嫁

姿
の
彼
女
が
夫
と
な
っ
た
男
性
と
一
緒
に
見
舞
い
に
来
て
く
れ
る
。
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わ
た
し
は
無
表
情
で
彼
女
を
眺
め
た
Ｉ
わ
た
し
は
も
う
、

ど
ん
な
表
情
も
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
ち
ょ
っ
と
笑
う
こ
と

さ
え
も
不
可
能
だ
っ
た
。
た
だ
一
つ
だ
け
、
ま
だ
自
由
に
で
き

る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
わ
た
し
の
眼
か
ら
流
れ
だ
し
、
全

く
知
覚
の
な
い
頬
を
伝
わ
り
、
ポ
ト
ポ
ト
と
、
わ
た
し
の
方
に

伸
ば
さ
れ
た
美
し
い
手
に
し
た
た
り
落
ち
た
…
…

　
王
朔
の
作
風
は
ま
た
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
編
の

純
愛
小
説
で
あ
る
。
思
い
屈
し
た
青
年
た
ち
の
代
弁
者
の
姿
は
、

も
う
こ
こ
に
は
な
い
。
こ
れ
が
「
売
文
」
の
た
め
の
や
む
を
え
ぬ

妥
協
の
結
果
な
の
か
、
新
し
い
小
説
世
界
を
開
拓
す
る
試
み
な
の

か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
作
品
は
、
甘
い
と
だ
け
で
片
づ
け
ら

れ
な
い
人
の
心
の
や
さ
し
さ
を
描
い
て
、
感
動
的
で
も
あ
る
。
多

彩
な
才
能
を
も
ち
、
激
し
く
揺
れ
動
く
中
国
社
会
の
中
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
を
し
た
青
年
作
家
王
朔
が
、
こ
れ
か
ら
先
ど
の
よ
う

な
自
己
の
世
界
を
創
造
し
て
い
く
か
、
楽
し
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
一
九
九
〇
・
七
し
二
〇
１

　
　
　
　
〔
注
〕

（
１
）
左
舒
拉
「
根
拠
王
朔
小
説
改
編
的
四
部
影
片
引
起
熱
烈
争

　
　
論
」
　
（
『
大
衆
電
影
』
八
九
年
第
四
期
）

（
２
）
左
舒
拉
「
王
朔
Ｉ
一
個
敢
於
貌
視
常
規
的
。
俗
人
’
」

　
　
（
『
大
衆
電
影
』
八
九
年
第
六
期
・
第
七
期
）
に
よ
る
。

（
３
）
中
国
作
家
協
会
創
作
研
究
室
選
編
『
新
時
期
争
嗚
作
品
叢

　
　
書
』
一
九
八
六
年
編
上
『
貞
女
』
　
（
長
春
、
時
代
文
芸
出
版

　
　
社
、
八
八
年
六
月
刊
）

　
　
　
同
書
の
他
の
収
録
作
品
（
評
論
を
付
す
）
は
、
古
華
『
貞

　
　
女
』
、
堪
容
『
走
投
無
路
』
、
莫
言
『
紅
高
梁
』

（
４
）
李
復
威
・
藍
隷
之
主
編
、
劉
玉
山
選
編
『
八
十
年
代
文
学

　
　
新
潮
叢
書
』
『
一
半
是
火
焔
、
一
半
是
海
水
』
通
俗
小
説
選

　
　
草
（
北
京
師
範
大
学
出
版
社
、
八
九
年
三
月
刊
）

　
　
　
同
書
の
他
の
収
録
作
品
は
、
李
迪
『
傍
晩
敲
門
的
女
人
』
、

　
　
寧
宣
成
『
五
百
神
像
』
、
路
草
『
譲
我
椚
互
相
祝
福
』
、
馬

　
　
永
安
『
復
活
的
美
女
』

（
５
）
同
右
書
「
選
編
者
序
」
３
～
４
ペ
ー
ジ
。

（
６
）
　
『
中
国
映
画
祭
翻
』
　
（
徳
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
東

　
　
光
徳
間
事
業
部
、
八
九
年
十
月
刊
）
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